
日

の

議

会

で

、

井

上

23

議

員

が

、
「

マ

イ

ナ

カ

ー

ド

の

普

及

率

に

よ

っ

て

、

国
か
ら
自
治
体
へ
来
る
『
地

方

交

付

税

交

付

金

』

に

差

を

つ

け

る

国

の

や

り

方

は

間

違

い

。

国

に

、

撤

回

を

求
め
よ
」
と
質
し
ま
し
た
。

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

の

取

得

は

任

意

な

の

に

、

国

は

、

そ

の

取

得

率

に

よ

っ

て

、

各

地

方

自

治

体

へ

の

交

付

金

に

差

を

つ

け

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

標

準

的

な

行

政

水

準

維

持

の

為

の

財

源

保

障

が

交

付

金

の

趣

旨

で

す

か

ら

、

国

の

や

り

方

は

、

そ

の

性

格

を

根

本
的
に
歪
め
る
も
の
で
す
。

ニ

ン

ジ

ン

を

ぶ

ら

下

げ

て

内

閣

の

恣

意

的

な

政

策

を

自

治

体

に

押

し

つ

け

よ

う

と
す
る
も
の
で
す
。

財

政

室

長

は

「

市

も

カ

ー

ド

普

及

促

進

の

立

場

。

そ

の

為

の

費

用

も

か

か

る

か

ら

、

交

付

金

の

増

額

を

求

め

て

い

る

」

等

と

論

点

を
そ
ら
し
た
答
弁
に
終
始
。

ま

た

同

議

員

は

、

健

康

保

険

証

に

替

わ

っ

て

カ

ー

ド

し

か

使

え

な

い

よ

う

に

す

る

の

は

受

診

の

権

利

を

奪

う

も

の

、

今

後

の

軍

備

拡

大

予

算

の

自

治

体

へ

の

影

響

を

ど

う

見

て

い

る

か

木

の

根

の

成

長

で

敷

石

が

盛

り

上

が

り

、

凸

凹

と

な

っ

て

い

る

歩

道

の

改

善

を

求

め

、

国

土

交

通

省

に

申
し
入
れ
に
行
き
ま
し
た
。

九

条

通

り

大

宮

～

京

阪

国

道
口
間
の
北
側
歩
道
で
す
。

特

に

足

の

不

自

由

な

方

や

高

齢

者

に

と

っ

て

歩

き

に

く

く

な

っ

て

お

り

、

車

イ

ス
で
も
危
険
で
す
。

要

望

を

お

寄

せ

頂

い

た

さ

ん

と

、

住

民

運

動

団

M体

「

や

さ

し

い

ま

ち

南

ネ

ッ

ト

」

の

加

納

孟

代

表

・

井

上

市

議

と

の

３

人

で

、

伏

見

区

の

国

道

事

務

所

へ

行

き

ま

し

た

。
「

工

法

が

等
と
追
及
し
ま
し
た
。
「
他

の

局

、

国

の

問

題

」

と

答

弁
を
避
け
ま
し
た
。

難
し
い
が
、
検
討
し
た
い
」

と
の
回
答
で
し
た
。

最
近
の

相

談

か
ら

◎
「
い
と
こ
か
ら
の
紹
介
」

と

滋

賀

県

の

方

か

ら

の

ご

相

談

。

離

婚

や

事

故

、

体

調

不

良

な

ど

で

生

活

困

難

に
。
家
賃
も
高
い
。
当
面
、

生

活

保

護

を

申

請

し

、

体

調

に

合

わ

せ

て

求

職

活

動

も

。

地

元

の

党

議

員

と

も

連

携

、

一

歩

づ

つ

前

進

。

◎

物

価

高

対

策

支

援

金

の

申

込

み

方

法

に

つ

い

て

。

◎

市

営

住

宅

家

賃

の

件

。

◎
生
活
保
護
申
請
の
応
援
。

◎

立

退

き

問

題

も

解

決

。

府

、

子

ど

も

医

療

費

助

成

の

拡

充

へ

京

都

府

が

通

院

医

療

費

助

成

対

象

（

月

２

百

円

）

を

、

３

歳

未

満

か

ら

小

学

６

年

生

ま

で

拡

充

と

の

方

針

。

府

内

で

唯

一

、

独

自

の

上

乗

せ

補

助

を

し

て

い

な

い

京

都

市

の

姿

勢

が

問

わ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

き

ま

す

。

詳

細

次

号

に

て

。
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北陸新幹線は京都へ来るな、と弘法宣伝
２１日、北陸新幹線は京都には要らないと、

初弘法の東寺前で訴えました。下京・南の「新

幹線いらない会」の共催。地下水への影響や

トンネルを掘った土の処理、莫大な工費など

問題点が山積。今の京都駅を通る予定ですか

ら、下・南区内も通ることに。立退きか、住

居の地下底深く工事が進められるか、いずれ

にしても住環境への悪影響は必至です。

推進派の中からも「地下ではなく地上に」

などと、長大トンネルや残土問題を危惧する

声も出始め、京都新聞では「米原へ」との石

川県の自民党県議の声も報道されるなど、世

論と運動が、情勢に影響を与えています。

２月１９日には下京・南区共催の学習会も

開催予定です（人まち交流館、６時半～）。

法
律
に
よ
る
行
政
か
ら
内
閣
の
恣
意
的
行
政
へ

!?

地
方
交
付
税
の
性
格
を
根
本
的
に
歪
め
る

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
保
険
証
化
は
憲
法
違
反

地方交付税交付金 とは

通常は地方交付税と略しますが、税金のことで

はなく、国から各地方自治体へ来るお金のことで

す。どの自治体でも、標準的な最低限の行政水準

を確保するにあたり、その自治体の収入だけで賄

えない場合、人口や面積等、細かい計算をして、

国税として集めた税金の一部を各自治体に、不足

分に応じて振り分けます。大きな収入源です。

歩
道
の
「
根
上
が
り
」
改
善
を
申
し
入
れ

根っこの力で歩道敷石が上がっています


